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１．研究計画の概要 
 以下の３つの課題を追究する。 
(1)サンゴ礁における炭酸システムの時
系列観測をおこない、温暖化および酸性
化に重要な影響を与える二酸化炭素の
季節変動および経年変動の実態を明ら
かにする。(2)サンゴの飼育実験により
、高水温、高二酸化炭素濃度、酸性化が
光合成（生物生産）および石灰化（骨格
形成）に与える影響を解明する。(3)サ
ンゴ類の骨格形成過程を制御する基質
タンパク質の構造と機能に注目して、地
球温暖化および海洋酸性化に対するサ
ンゴの応答について分子レベルの解析
をおこなう。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)現場設置型の全アルカリ度測定装置およ
びPCO2計を瀬底島サンゴ礁に設置し、炭酸シ
ステム(TIC-TALK)、PCO2変動および海流の時
系列観測を継続しておこない、瀬底島サンゴ
礁における地球温暖化および海洋酸性化の進
行状況について解析をおこなった。 
(2) 6月のサンゴ一斉産卵時に卵の採集と稚
サンゴの飼育実験をおこない、海水の化学環
境の変化によるサンゴ骨格形成過程への影響
について試験した。ラーマン顕微鏡による解
析は予定通り実施できた。 
(3)軟体サンゴの骨格形成過程を制御する“基
質タンパク質”を抽出し、アミノ酸組成およ
びタンパク質機能の試験をおこない、海洋の
酸性化に対する石灰化過程の応答について分
子レベルの解析を試みた。しかし機器分析支
援センターの原子間力顕微鏡の不具合により
、タンパク質機能のミクロレベルの解析が出
来なかった。平成23年度に実施する予定であ

る。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）当初の研究計画はほぼ達成されたが、
機器分析支援センターの原子間力顕微鏡装
置の不具合によりタンパク質機能解析の一
部研究の達成が不十分であった。 
 平成 23 年度に顕微鏡が新規購入されたの
で、タンパク質機能のミクロレベル解析を実
施する。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 以下の課題について調査研究をおこなう。 
(1)現場設置型の全アルカリ度測定装置およ
び PCO2計を瀬底島サンゴ礁に設置し、炭酸シ
ステム(TIC-TALK)および PCO2 変動の時系列
観測を継続しておこない、瀬底島サンゴ礁に
おける地球温暖化および海洋酸性化の進行
状況について解析をおこなう。 
(2) 6月のサンゴ一斉産卵時に卵の採集・稚サ
ンゴの飼育実験をおこない、海水の化学環境
の変化によるサンゴ骨格形成過程への影響に
ついて試験する。顕微ラーマン分光装置およ
びナノSIMS装置によって解析をおこなう。 
(3)サンゴ礁生態系激変の可能性について解
明するために、サンゴの骨格形成過程を制御
する“鍵物質”と考えられる“基質タンパク
質”を抽出し、アミノ酸組成およびタンパク
質機能の特性解明をおこない、海洋の酸性化
に対する石灰化過程の応答について分子レベ
ルの解析を試みる。分子間力顕微鏡および顕
微ラーマン分光装置を用いておこなう。実験
は、タンパク質分離・解析法を共同開発した
研究者を招聘・連携して行う。 
 以上の結果を総括して、地球温暖化と
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海洋の酸性化に対するサンゴ礁生態系の
応答と激変の可能性について総括する。 
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